
　Ｗｅｂで知る“ＳＯＰＨＩＡ”

第1回　　　遥かなる胎動 2010年7月

第2回　　　ささやかな学びの館の船出 2010年8月

第3回　　　国破れてソフィア精神あり 2010年9月

第4回　　　秦野キャンパスの四季（短大） 2010年10月

第5回　　　創設者ペドロ・ハイドリッヒ（社専）2010年11月

・
・
・
・

成果をＷｅｂで公開
（2010年～2013年）

100周年記念誌
（写真集）
2013年完成

もっと知りたい
上智学院

読物・映像（ＤＶＤ版）
2013年完成

100周年記念事業の一環として、7月から月一回の割合で
”知られざる上智学院”の歴史のエピソードを、インターネッ
トで配信します。



　2013年に上智大学は創立100年、上智短期大学は創立40年、上智社会福祉
専門学校は創立50年を迎えます。それぞれの学校の歩みは、振り返ってみ
れば時代の中に翻弄されながらも、つねに「よりよきもの」（magis）を求
める精神によって、また世界の多くの人びとの支援によって、困難を乗り
越えてきました。1981年に初めて来日したローマ教皇ヨハネ・パウロ2世
は、広島で全世界に向けて「平和アピール」を発表し、「過去を振り返る
ことは将来に対する責任を担うことです」と語りかけました。この平和宣
言のなかでの言葉は、まさしく現在の上智学院にも当てはまる言葉であ
り、過去を見つめなおすことが、将来の展望を開いてくれる貴重なメッ
セージとなっています。
　1913年に創立した上智大学は、関東大震災による赤レンガ校舎の崩壊、
大学令による大学昇格のための供託金不足、また軍国主義化していく日本
の中にあっての宗教と国家の問題、さらに戦争に突入していく中にあって
学生を犠牲にしなければならない苦悶など多くの困難にさらされました。
しかし戦後はキリスト教精神を軸にした公開講座の成功が弾みとなり、新
制大学として発足し、法学部や外国語学部などの増設や校地の拡張などで
飛躍的に発展してきました。1962年には理工学部を設置し、文系・理系を
併せ持つ総合大学となり、大学紛争の危機はあったもののいち早く解決
し、外国人のために開学した国際部が比較文化学部に昇格し、2006年には
国際教養学部に改組し、日本や世界の国際化に貢献してきました。また
2001年には、大学冬の時代をチャンスと捉えた改革構想「グランド・レイ
アウト」を発表し、「世界に並び立つ大学への進化」を合言葉に、人間の
尊厳、環境問題、多様化するグローバル社会を視野に入れ、教育・研究の
充実、キャンパスライフの整備に力を注いできました。
　上智短期大学は、神奈川県秦野市の高台にある絶好の環境の中で、女子
の英語教育・人間教育を目的に1973年に開学されました。特に地域社会と
連携し、公開講座、家庭教師ボランティア、外国籍市民との共生などにも
力を注ぎ、文部科学省のＧＰ（Good practice）にも2回採択されていま
す。少子化の荒波のなかでも全国区の短期大学、「夢を応援する学園」と
して発展を続けています。
 上智社会福祉専門学校は、戦前に、東京の三河島町に貧民や虚弱児のため
の支援施設「上智カトリックセッツルメント」を開設したのに端を発し、
その精神を受け継ぎ1964年に保母と社会福祉主事養成の上智大学社会福祉
専修科を開設、1966年に上智社会福祉専門学校として開講しました。その
後、社会福祉関連の国家資格に対応して介護福祉士科や社会福祉士・児童
指導員科を設置し、近年は学生数の減少に見舞われながらも、少子化・超
高齢化社会に突入した日本社会のニーズによりよく応えるため、新たな方
向性を模索しています。
　こうした上智学院３校の歩みの中で、さまざまな過去の出来事をエピ
ソード的に綴って”Ｗｅｂで知るＳＯＰＨＩＡ“として公開し、過去を見
つめることで21世紀の発展の基盤を確立し、日本社会や全世界の人びとに
対しての責任を担っていきたいと思います。

”Ｗｅｂで知るＳＯＰＨＩＡ”という記事を、2010年7月から2013年の終わり
まで
 毎月１回テーマを変えながら、上智大学公式ホームページの「上智につい
て」の



　　　　　　　　　　　　お願い

　上智大学100年、上智短期大学40
年、上智社会福祉専門学校50年の
歩みを振り返るに当たって、過去の
史・資料の提供をおねがいしていま
す。
　特にご覧になっている卒業生の方
で、貴重な史・資料があればよろしく
お願いします。

上智大学の昔と今

　　　　　　問い合わせ先

創立100周年記念誌編纂委員会事務局
102-8554　東京都千代田区紀尾井町7-
1
上智大学中央図書館９階（史・資料室
内）

上智短期大学の昔と今

上智社会福祉専門
学校の昔と今
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